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～ 安 全 な 工 場 運 営 に 細 心 の 注 意 を 払 っ て い ま す ～ 

 清掃工場では、ごみを焼却する過程で発生する酸性ガスやダイオキシン類などといった環境

汚染の原因になる物質を抑制・除去するための設備を備えています。さらに、法令による規制

基準値よりも厳しい自己規制値を設け、常に測定・監視することで、環境保全に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

清掃一組だより 
東京二十三区清掃一部事務組合は、 

循環型社会の形成を目指しています。 

http://tokyo23.seisou.or.jp/ 

清掃工場における環境対策 

清掃工場の断面図 
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排ガス 

⑤ 触媒反応塔

④ 排ガス洗浄塔 

③ ろ過式集じん器 

※ばいじん…すすや燃えかすの粒子状物質 

活性炭、消石灰 

か性ソーダ

アンモニア 
塩化水素、いおう酸化物、水銀 

窒素酸化物

除去 

除去 

分解・除去

⑥ 煙 突 

※ばいじん、ダイオキシン類、塩化水素、

いおう酸化物、水銀 

① 焼却炉…ごみを８５０℃程度で燃焼し、燃焼ガスの滞留時間を２

秒以上にすることで、ダイオキシン類の発生を抑制 

② 減温塔…焼却炉から出る高温の排ガスを１５０℃程度に急速に

冷却してダイオキシン類の再合成を防止、重金属類を固体化させる

有害物質やにおいが取り除かれた排ガス 



 
 

廃プラスチックのサーマルリサイクルに伴う実証確認は、各区のモデル収集実施に合わせて、モ

デル可燃ごみが搬入されるすべての清掃工場で実施しています。 

◇◆◇ 実証確認の概要 ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇◆◇ 実証確認の結果 ◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

これまでの実証確認では、各測定項目ともモデル可燃ごみを焼却した影響は見られず、清掃工場

の通常の操業での出現範囲に収まっています。 
 実証確認報告等は、清掃一組ホームページで公表しています。http://tokyo23.seisou.or.jp/ 

廃プラスチックのサーマルリサイクルに伴う実証確認について 

不燃ごみ処理施設における検証（今年７・８月実施） 

廃プラスチックのサーマルリサイクル本格実施後の不燃ご

みは、量や性状が大きく変化することが予想されます。 

そこで、不燃ごみ処理施設において、モデル不燃ごみを使っ

て施設の処理能力や処理生成物の性状・発生量を確認しまし

た。その結果に基づき、今後の不燃ごみ処理施設の管理・運営

方法について、検討を行っていきます。 

①排ガス測定 

煙突から排ガスを採取し、ば
いじん等２６項目とダイオキ
シン類を測定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

排ガスの採取状況 

③焼却灰･飛灰･汚水処理汚泥等分析
コンベア等から試料を採取し、

かさ比重・水分・熱しゃく減量・
ダイオキシン類の測定、および、
含有試験・溶出試験・性状分析を
行います。 

 
 
 
 
 

焼却灰の採取状況 

②排水測定 

放流槽から放流水を採水し、
ｐＨなど５２項目とダイオキシ
ン類を測定します。 

 
 
 
 
 
 

放流水の採水状況 

④ごみ性状調査 

ごみバンカに貯留されたごみ
と搬入されたモデル可燃ごみの
性状を調査します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

モデル可燃ごみ調査状況 

⑤周辺大気調査 

清掃工場を中心とする約５㎞圏
内の４～９地点で調査します。 
・大気測定(１０項目連続５日間採取)
・ダイオキシン類(連続７日間採取)
 

 

 

 

 

 

 

 

周辺大気調査状況 

⑥運転データ採取 

各種運転データの収集およ
び焼却炉等設備に与える影響
を調査します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各種運転データの記録 


